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研究開発が進められている. また，オオワシ 2 の推進エンジンには GG-ATR エンジンが搭載され
ることとなっている．GG は燃料にエタノール，酸化剤に液体酸素(LOX)でタービン駆動ガスを





 図 1 に GG-ATR エンジン用 GG の概観を示す. また，表 1 に GG の設計緒言を示す.  
  
(a) GG 用燃焼器 (b) GG 用インジェクタ 
図 1 ガスジェネレータの概観 
 
表 1 GG 設計緒言 
項目 燃料側 (エタノール) 酸化剤側 (液体酸素) 
定格質量流量 [kg/s] 0.241 0.109 
混合比 [-] 0.45 
燃焼温度 [K] 1100 













(a) 燃料供給系 (b) 酸化剤供給系 
図 2 推進薬供給系の概観図 
 
３－１．エタノール流し試験 
 図 2 (a)に示す燃料供給系にて行ったエタノール流し試験から得られた試験結果を表 2 に示す． 
 








FLOW33 FLOW35 FLOW36 FLOW37 
バルブ開度 MFV1，2，3 開 MFV1 開 MFV2 開 MFV3 開 
PFTK [MPaA] 1.05 1.09 1.05 1.03 
PFQ [MPaA] 0.717 0.888 0.804 0.758 
PMFV [MPaA] 0.587 0.336 0.417 0.463 
PJF2 [MPaA] 0.555 0.350 0.430 0.469 




表 3 LOX 流し試験 
項目 
試験番号 
FLOW28 FLOW29 FLOW30 FLOW31 
バルブ開度 MOV1，2，3 開 MOV1 開 MOV2 開 MOV3 開 
POTK [MPaA] 2.58 2.58 2.58 2.59 
POQ [MPaA] 2.47 2.51 2.49 2.49 
PJO2 [MPaA] 2.14 1.52 1.75 1.79 
?̇? [kg/s] 0.169 0.128 0.144 0.146 
 
 また， タンク加圧圧力を変化させて実施した LOX 流し試験にて得られた結果を図 3に示す． 
 
図 3 様々な加圧圧力にて実施した LOX 流し試験結果 
 




 圧力損失解析に用いる式を式(1)～(3)にそれぞれ示す.  
 











      (急拡大・急縮小管， ベンド) (2) 
 
 















 図 4，5 に FLOW33(エタノール)および FLOW28(LOX)実験値と解析結果の比較のみを示す．  
  
図 4 エタノール供給系解析結果 図 5 LOX 供給系解析結果 
 
これらの解析において，PFQ-PMFV 間にあるオリフィスの Cd 値は，0.8 ~ 0.9 の範囲で計算し






























入熱があるものとした．   
図 4，5 に示した解析結果より，PFTK-PFQ 間および POTK-POQ 間において実験値と解析値は
概ね一致しているといえる．また，LOX 側でのオリフィスの Cd 値は 0.6 としているが，エタノ
ール側と同様に POQ-PJO2 間にて誤差が大きくなっていることがわかる．この理由として，オリ
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